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登壇者 ♢石黒浩（大阪大学栄誉教授、大阪・関西万博テーマ事業プロデューサー）
　　　　玉川弘子（大阪商工会議所地域振興部長 兼万博協力推進室長）
　　　　熊谷晋一郎［オンライン参加］（東京大学 先端科学技術研究センター准教授）

ファシリテーター ♢堂目卓生（大阪大学 社会ソリューションイニシアティブ長）

コメンテーター ♢サリー楓（株式会社日建設計 コンサルタント、建築デザイナー）
　　　　　　　　永井佑依（a-tune副代表、大阪大学外国語学部学部生）
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♦プログラム ♦

開会のご挨拶
三成賢次（大阪大学理事、大阪大学21世紀懐徳堂学主）

共催者のご挨拶
塩崎正晴（科学技術振興機構 理事）

基調講演「人間とは何か？命の可能性を拡げる試み」
石黒浩（大阪大学栄誉教授、大阪・関西万博 テーマ事業プロデューサー）

ディスカッション「Dialogue for Life
～コロナ禍を生きる私たちの未来に向けて～」
登壇者:

石黒浩（大阪大学栄誉教授、大阪・関西万博 テーマ事業プロデューサー）
玉川弘子（大阪商工会議所地域振興部長 兼万博協力推進室長) 
熊谷晋一郎［オンライン参加］（東京大学 先端科学技術研究センター准教授）

ファシリテーター:

堂目卓生（大阪大学 社会ソリューションイニシアティブ長）

コメンテーター:

サリー楓（株式会社日建設計 コンサルタント、建築デザイナー）
永井佑依（a-tune副代表、大阪大学外国語学部学部生）

閉会のご挨拶
河原源太（大阪大学理事）
荒川敦史（科学技術振興機構「科学と社会」推進部 部長）

総合司会:

木ノ下智恵子（大阪大学21世紀懐徳堂 准教授）

※プログラム終了後に大阪市中央公会堂［特別室］見学可能

新型コロナウイルス感染症によるパンデミックは、多くの人命を奪い、人々の社会的・経済的・文化的な活動を

縮減させ、人間がこれまで築いてきた「世界」に対しさまざまな負の影響を及ぼしています。

社会全体の仕組みの変化というものは、徐々に時間の流れのなかで進んでいくものでしたが、コロナ禍のもとで

は多くのことが急激に変化しています。外出自粛やテレワークの拡大をきっかけに、私たちは自身の生活や仕事

のあり方、さらには生き方そのものにかかわる価値観とも深く向き合うことになりました。

2年にわたるコロナ禍のもとで、私たちは、どのような価値観を共有し、新たな社会のあり方や人としての生き方

を模索していくのか。ポストコロナの環境において、2025年に大阪・関西万博が「いのち輝く未来社会のデザ

イン」をテーマに開かれます。私たちは「いのち」について改めて深く考え直し、生活を、経済をいかに取り戻

し、あるいはさらにイノベートしていくのか。いまそのためのDialogue・対話の場が求められています。

「サイエンスアゴラ in 大阪」では、コロナ禍を生きる私たちの未来について、異なった立ち位置や視点を持った

人々が真摯に語り合い、多様な価値観が交錯するラウンドテーブルを開催します。
♦申込・問い合わせ ♦

WEBフォームorお電話のいずれかにてお申込みください。

WEB申込フォーム：https://bit.ly/scienceagora0210

電話（アートエリアB１）：06-6226-4006（12:00～19:00／月曜休館）

※内容は予告なく変更する場合があり、今後の新型コロナウイルス感染状況によってオンライン
のみ、もしくは中止となる可能性がございます。ご来場時は感染拡大防止策とともに最新情報を
webサイトにてご確認ください。

https://bit.ly/artareab1

主催：大阪大学21世紀懐徳堂　

共催：科学技術振興機構、アートエリアB１、大阪市中央公会堂　指定管理者サントリー

パブリシティサービスグループ、クリエイティブアイランド中之島実行委員会

石黒浩（大阪大学栄誉教授、
大阪・関西万博 テーマ事業プロデューサー）

ロボット工学者。人とかかわるロボッ
トやアンドロイドサイエンスを研究対
象に多数のロボットを開発。著書には
『ロボットと人間、人とは何か』（岩波
書店、2021年）、『どうすれば「人」を創
れるか』（新潮社、2011年)、『生きるってな
んやろか？』(毎日新聞社、2011年)など多数。
2025年大阪・関西万博では「いのちを
拡げる」のプロデューサーを務める。

熊谷晋一郎（東京大学 先端科学技術研究
センター 准教授）

小児科医。東京大学バリアフリー支
援室長、日本学術会議連携会員、内
閣府障害者政策委員会委員。新生児
仮死の後遺症で、脳性マヒに。以後
車いす生活となる。東京大学医学部
卒業後、小児科医として病院勤務、博
士課程での研究生活を経て、現職。専
門は小児科学、当事者研究。著作に
『当事者研究』（岩波書店、2020年）など。

玉川弘子（大阪商工会議所地域振興部長 
兼 万博協力推進室長）

1992年に大阪商工会議所入所。商店
街振興、報道対応等に従事した後、
2016年からDXやオープンイノベーシ
ョン、実証実験の支援、MaaSの社会
実装、フィジカル空間とデジタル空
間をつなぐ「コモングラウンド」等
の事業を推進。2021年から現職で、
都心のまちづくりや大阪・関西万博
を担当する。

堂目卓生（大阪大学 社会ソリューション
イニシアティブ長）

京都大学大学院経済学研究科博士課程
修了。経済学博士。専門分野は経済学
史、経済思想。主な著書は『Political 
Economy of Public Finance in Britain 
1767-1873』（日経・経済図書文化賞）、『ア
ダム・スミス－「道徳感情論」と「国富
論」の世界』（サントリー学芸賞）など。2001
年より大阪大学教授。2018年より社会
ソリューションイニシアティブ（SSI）長。
2019年、紫綬褒章。

サリー楓（株式会社日建設計 
コンサルタント、建築デザイナー）

日建設計コンサルタント、ABEMA 
NEWSコメンテーター、1993年京都
生まれ 国内外のデザインファームを経
験後、ブランディングコンサルタント
として独立。現在、大手設計事務所を
拠点に建築や事業の提案を行う傍ら、
トランスジェンダー当事者としてジェ
ンダーに関する講演を行う。
http://www.kaedehatashima.com

永井佑依（a-tune副代表、
大阪大学外国語学部学部生）

a-tuneは2025年大阪・関西万博にて、
世界中の人々と音楽で交流するイベ
ントの開催を目指す、大阪大学公認
の学生団体。「各個人が、自分とは
異なる相手の立場、背景を尊重しよ
うとできる社会」を「Unity」と呼び、
約20名のメンバーが音楽を通じた国
際交流を企画。2025年に100カ国の
学生によるオンラインオーケストラ
の実現に向け活動中。 

♦日時・場所 ♦

日時：2月10日（木）18:30～21:00（30分前より受付開始）
場所：大阪市中央公会堂［3F 中集会室］

参加費無料　実来場定員：100名、要事前申込・先着順

オンライン配信URL：https://youtu.be/OYYewO4acns（申込不要）
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♦会場情報 ♦大阪市中央公会堂　大阪市北区中之島１-１-27


